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Detection of Al corrosion in NaCl solution utilizing surface plasmon resonance 
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１．研究背景 

一般的に金属の腐食検査は重量変化などの大きな物質

変化でなされるが、ナノ領域で起こる腐食の初期段階を

捉える事は実用上極めて重要である。本研究は腐食をナ

ノ領域で計測し得る技術として、 Surface Plasmon 

Resonance (SPR)を用いる事に着目している。 

これまでにも、高湿度環境下や水中において、SPR を

用いた金属薄膜（Al, Ag など）の腐食挙動の計測が報告

されている[1, 2]。一方、Al に関しては塩化物の存在でそ

の自然酸化膜が容易に破壊され腐食が促進される事が知

られている。本研究では Al 薄膜の 3wt%NaCl 水溶液に対する腐

食挙動を Kretschmann 配置にて反射率の入射角度依存性を計測

することで評価する事を試みた。 

２．実験結果 

図１に本研究で使用した試料の構造（設計値）を示す。本報

告では、Al、及び Au の薄膜について、金属薄膜表面のみを

3wt%NaCl 水溶液に浸漬させた状態で SPR を計測した結果を報

告する。図２に測定系を示す。SPR 計測はオプトクエスト社製

装置（型番：SPR-01、光源 650nm_点発光 LED）にて計測した。

また、3wt%NaCl 水溶液はチュービングポンプにより送液した。

図３に SPR 計測結果を示す。浸漬時間の経過に伴い Au 薄膜の

SPR はほぼ一定だが、Al 薄膜では Dip 位置が高角度側へシフト

した。一般に Al 薄膜表面の自然酸化膜は塩化物の存在下で容易

に破壊され、腐食が促進される。一方、Au は化学安定性が高い。

Au と Al の比較から、金属腐食現象が観測されていると推測され

る。本発表ではこれらの点について考察する。 
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図１ サンプル設計値 
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図 2 SPR 測定系 

 図３ SPR 計測結果． 

(a)Au 薄膜, (b)Al 薄膜 
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